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簿
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明
拾
案
を
論
ず

第
凶
十
八
巻

r
A
O
八

第

銃

六
八

増

税

案

を

論

ず

汐

M 

郎

開町

増
税
の
必
要
tι
租
税
枇
入
の
現
収

昭
和
十
四
年
，
反
に
費
行
せ
ら
る
べ
き
増
税
は
一
月
二
十
八
日
の
税
制
調
査
一
舎
に
共
の
要
綱
を
諮
問
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
い
よ

/
¥
成
案
を
得
て
二
月
十
八
日
に
衆
議
院
に
提
出
せ
ら
れ
只
今
折
角
審
議
中
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
度
の
財
政
は
公
債
本
位
の
一
財
政
で
あ
る
。
一
一
月
十
四
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
貴
族
院
に
て
審
議
中
の
三
十
六
億
九
千

四
百
寓
闘
の
一
般
合
計
の
本
議
算
と
四
十
の
特
別
合
計
の
本
橡
算
K
於
て
は
約
十
億
闘
に
よ
る
新
規
公
債
を
護
行
す
る
事
と
友
っ
て

ゐ
る
が
、
更
に
一
般
曾
計
と
四
十
の
特
別
合
計
を
通
じ
て
遁
加
晴
朗
算
が
提
出
せ
ら
る
べ
〈
、
叉
臨
時
軍
事
費
特
別
合
計
の
追
加
猿
算

が
少
く
と
も
瓦
十
億
圏
に
上
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
昭
和
十
四
年
度
の
公
債
の
新
規
議
行
強
定
額
は
昭

和
十
三
年
度
の
議
定
額
た
る
五
十
六
億
園
を
確
か
に
突
破
す
る
事
に
友
ら
う
。

公
債
の
消
化
は
順
調
に
進
ん
で
ゐ
る
が
、
日
本
銀
行
の
手
持
公
債
の
増
加
は
売
れ
得
た
い
の
で
る
っ
て
、
之
に
そ
な
へ
る
矯
め
に

保
詮
準
備
高
を
十
七
億
闘
よ
り
増
し
て
二
十
二
億
闘
と
し
て
ゐ
る
。
然
し
新
規
公
債
の
消
化
に
は
夏
忙
共
れ
以
外
の
方
法
が
必
要
と

だ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
五
六
十
億
園
に
上
る
新
規
愛
行
公
債
は
利
付
債
忽
た
る
本
質
よ
り
、
少
〈
と
も
利
捌
だ
け
は
経
常
牧
入
に
仰



が
ね
ば
友
ら
ぬ
。
経
常
牧
入
の
主
要
な
る
も
の
は
租
税
で
あ
る
。
政
に
最
小
限
約
二
億
闘
の
増
税
を
必
要
と
す
る
。
と
れ
臨
時
軍
事

費
の
財
源
の
少
た
か
ら
ざ
る
部
分
を
租
叫
叫
に
求
め
る
と
云
ふ
論
者
は
も
と
よ
り
、
臨
時
軍
事
費
O
財
源
の
全
'
品
を
公
債
に
仰
げ
よ
と

云
ふ
論
者
も
亦
増
税
を
是
認
す
る
所
以
で
あ
る
。

悶
願
す
れ
ば
過
去
二
筒
年
の
我
闘
財
政
は
増
税
の
歴
史
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
に
は
二
岡
の
増
税
が
行
は
れ
た
。
林
内
閣
の
結
城

大
蔵
大
臣
は
臨
時
租
枕
榊
徴
訟
に
よ
っ
て
従
来
よ
り
の
租
殺
を
増
徴
す
る
と
共
に
、
法
人
資
本
枕
、
外
貨
債
特
別
税
、
有
償
詮
象
移

糊
税
、
揮
我
油
税
の
新
税
を
作
っ
た
。
突
に
、
近
衛
内
閣
の
賀
屋
大
蔵
大
臣
は
北
支
事
件
特
別
枕
に
よ
っ
て
榊
粧
を
行
っ
た
の
で
あ

る。
附
和
十
三
年
に
は
賀
屋
大
蔵
大
凶
は
北
支
事
件
特
別
枕
の
代
り
に
支
那
事
費
特
別
伎
を
設
け
、
更
に
臨
時
利
得
併
を
改
五
し
て
榊

4
J
U
F
4
4
T』
、

J

m

司、
j

「

L
J
'
》
口

利

い

J

'

f

J

T

V

一

J
d
p
q

か
く
て
過
去
二
年
間
に
年
繍
六
億
六
千
寓
闘
の
増
税
が
寅
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
臨
時
地
方
財
政
補
給
金
一
億
三
千
寓

闘
に
よ
る
地
方
税
の
頼
減
を
差
引
く
と
、
賓
質
的
に
は
五
億
=
一
千
寓
闘
の
増
税
と
在
る
。
二
年
聞
に
五
億
三
千
寓
闘
の
増
税
を
行
ひ

な
が
ら
、
租
殺
の
自
然
増
牧
が
年
約
二
億
闘
に
上
る
と
云
ふ
有
様
で
あ
っ
た
。
結
城
増
税
が
行
は
れ
た
か
っ
た
ら
昭
和
十
二
年
度
の

租
税
収
入
額
は
約
十
二
信
国
見
営
で
あ
っ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
昭
和
十
四
年
度
ぜ
は
石
渡
増
税
を
見
込
ま
や
し
て
巴
に
二

十
三
億
七
千
八
百
高
圃
と
云
ふ
租
税
牧
入
を
示
し
て
ゐ
る
。
増
税
と
自
然
増
収
と
が
璽
左
り
二
年
の
問
に
租
税
収
入
額
が
二
倍
に
な

っ
た
と
云
ふ
の
は
賓
に
注
目
す
ぺ
き
事
責
で
あ
る
。

試
み
に
橡
算
書
に
よ
っ
て
昭
和
十
問
年
度
の
閣
役
牧
入
を
調
ぺ
て
見
る
と
、
内
容
的
に
次
の
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
歳
入
経
常

場
稔
集
を
論
ず

第
四
十
八
巻

五

O
九

第

披

/、

九



世
情
税
案
を
論
ず

第
四
十
八
巻

王L

O 

第
三
競

七
O 

部
に
同
調
す
る
も
の
二
十
億
五
千
九
十
三
高
圏
、
歳
入
臨
時
部
に
属
す
る
も
の
三
億
二
千
八
百
寓
圏
、
雨
者
を
合
計
す
る
と
二
十
三
億

七
千
八
百
九
十
五
寓
闘
の
数
字
を
得
る
事
が
出
来
る
。

(
単
位
千
閲
)

所

f号

空空第役

種種種

所所所

得得得

税役続 へ
O
九
、
四
七

O一
七
五
、

六
三
、

一七

C
、
一四八
一ーカJプZ
四一五

地

租

四
八
、

四

管

業

牧

盆戸一九ーヘ
枕雑宅畑町

租事1粗租

五、

O
八
八

=
一
、
-
ご
立
凡

一
八
、
-
一
一
-
士
一

一
、
五
六
五

地地

一
一
=
一
、
四
八
八

-

法

人

瞥

業

肱

益

枝

八

O
、
七
八
=
一

』

個

人

骨

業

収

盆

積

三

二

、

七

O
四

養

本

利

子

続

四

二

、

=

一

七

八

-

甲

種

費

本

利

子

続

四

C
、
=
一
二
五

-

乙

種

資

本

利

子

続

一

一

、

O
五
二

法

人

資

本

紙

一

一

七

、

四

九

一

一

相

繍

続

四

九

、

四

O
一

鎖

業

稜

八

、

へ

O
凡

「

鏑

産

税

一

特

別

鏡

産

税

」

採

掘

鎖

直

積

-

試

掘

鎖

直

続

一

秒

鎖

直

続

戸
特
別
秒
鎖
直
税

外
貨
債
特
別
役

、、、
八九O九

五一四一五一
二九四八九三

二
、
六
五

C

『

酒

造

幅

四

一

葬

酒

稜

)
一
泊
精
及
酒
精
合
宥
飲
料
税

'
沖
縄
問
肺
酒
類
出
港
検

清

涼

飲

料

校

五

、

O
一-一五

秒

槍

尚

貴

紙

一

一

七

、

六

へ

七

織

物

消

費

稀

四

三

、

五

一

一

一

揮

護

泊

続

一

て

七

三

三

厩

引

所

続

二

七

、

二

=

四

つ
取
引
所
管
業
紐

戸

一

取

引

稔

有
偏
差
券
移
韓
栓栂

酒欄噸

続

印
紙
続
登
録
積
等

専

貰

局

盆

金

経

常

都

小

計

二

、

臨

時

利

得

税 税

二
五
回
、
七
六
七一
九
一
一
、

五一一一、八、
四二、、

/、

ブし

一
七
五
、
一
九
五

二
、
四
六
八

六
八
、
一
三
九

二
四

C
、
九
六
四

ニ、

O
五

O
、
丸
三
回

一
一
一
九
、
凡
四
五

-u恋人臨
時
利
得
税

-
伺
人
臨
時
利
得
税

利

益

配

賞

続

三七二回
。ニ六七
ずL-".~二四

九一
八五

一九

O
、
一
五

O

二
九
、
六
九
四

一五、一一一

O
四



公
債
及
杜
債
利
子
禄

週

行

税

入

場

設

特

別

入

場

税

一
、
四
四
=
『

九
、
二
四
三

八
、
一
一
四
一O
五

物

品

積

臨

時

都

小

計

一

、

合

計

五
=
一
、
九
六
一

三
二
八
、

o-八

ニ
、
一
二
七
八
、
丸
E
-
一

此
等
の
租
税
は
装
本
税
法
と
臨
時
租
税
増
徴
法
と
支
那
事
援
特
別
税
法
と
の
三
段
構
え
と
な
っ
て
ゐ
る
。
平
沼
内
閣
の
石
波
大
駿

L

九
回
は
恰
も
此
の
情
勢
の
下
に
約
二
億
閣
の
増
枕
案
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

増
税
案
の
輪
廓
と
臨
時
利
得
税
法
の
改
正

、
E劃劃

r

聞、

約
二
億
闘
の
増
税
主
主
は
れ
て
ゐ
る
が
、
正
確
に
一
広
へ
ば
、
二
億
百
十
高
闘
増
税
し
千
四
百
九
十
高
閣
減
税
し
差
引
一
億

八
千
六
百
二
十
高
閣
増
税
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
臨
時
利
得
税
法
中
改
軍
法
律
案
で
約
八
千
百
高
圏
増
税
し
支
那
事
費
特
別

税
法
中
改
疋
法
律
案
で
約
一
億
千
四
百
高
国
増
税
し
、
臨
時
租
税
措
置
法
中
改
五
法
律
案
で
約
千
五
百
寓
圃
減
税
し
、
か
く
し
て
得

た
る
一
億
八
千
寓
聞
が
臨
時
軍
事
費
の
財
源
と
な
る
の
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
度
本
議
算
で
は
一
般
舎
計
よ
り
臨
時
軍
事
費
特
別
舎

計
へ
繰
入
れ
る
額
が
=
一
億
五
千
寓
園
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
増
設
の
結
果
と
し
て
更
に
一
億
八
千
高
闘
を
増
し
結
局
の
所
は
約
五

億
三
千
高
園
を
一
般
舎
計
よ
り
臨
時
軍
事
費
特
別
合
計
に
繰
入
れ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
由
来
、
増
税
と
云
へ
ば
財
政
牧
入
さ
へ
増

せ
ば
共
れ
で
よ
い
と
云
ふ
嵐
広
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
今
度
の
増
税
案
は
一
方
に
増
税
す
る
と
共
に
他
方
に
減
舵
を
仔
ぴ
結
局
の
所

は
租
税
の
増
牧
と
た
る
と
云
ふ
立
前
を
と
っ
て
ゐ
る
所
に
特
色
が
あ
る
。

増
税
の
形
式
は
臨
時
利
得
税
法
中
改
正
法
律
案
と
支
那
事
費
特
別
説
法
中
改
正
法
律
案
の
二
本
よ
り
友
っ
て
ゐ
る
が
、
更
に
共
の

組
噌
稜
案
を
読
ず

第
四
十
八
巻

王ζ

第

競

七



場
税
案
を
論
ず

第
四
十
八
巻

五

第

披

七

内
容
を
明
か
に
す
る
。
印
ち
奮
税
の
増
徴
と
し
て
は
臨
時
利
得
税
と
利
盆
配
営
税
と
公
債
及
枇
債
利
子
務
と
砂
糖
消
費
税
と
清
涼
飲

料
税
と
印
紙
税
と
物
品
税
と
が
あ
り
、
新
税
と
し
て
は
遊
興
飲
食
税
と
建
築
税
と
の
創
設
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
金
舗
の
大
さ
か
ら

す
る
と
、
臨
時
利
得
税
が
八
千
八
十
高
岡
、
物
品
税
が
五
千
六
百
八
十
高
闘
.
遊
興
飲
食
税
が
三
千
七
百
六
十
高
圏
、
砂
糖
消
費
税

が
一
千
百
五
十
高
問
、
利
ハ
社
刷
凡
営
税
が
八
百
瓦
十
官
問
問
、
清
涼
飲
料
税
が
二
百
一
一
十
高
闘
、
建
築
紛
が
二
百
高
閥
、
公
債
及
枇
債
利

子
税
が
七
十
市
内
闘
と
云
ふ
順
序
で
あ
る
。
増
税
額
二
億
百
十
高
闘
の
中
で
臨
時
利
得
税
と
物
品
税
と
を
合
し
ナ
二
億
三
千
七
百
六
十

高
li!l 
i: 

泊込

一44dh1

、，
f
p
早川
M
u
t
-
フ一ム掲凶
ρ
h
p

‘)九庁戸、
t

〉，、
J

O

白
川
ゴ

f
l
J
J
U
E
巴排
I

J

1

J

H
坑

司

制

抑

同

υ
J
J出
吋
ぷ
泊

A
d
z

ト
ャ
ト
』

b
Z
H
J
Z
V
Z
P
3
h
f
バ
川
4
3
r
'
1
T
:

、
:

1

2

3

一、5
3
〆

I
、7
・、，
r
J

A
ゲ
r
r
u
R
午
配
』
ア
戸
内

d

干叫
r
I
g
p
h
7
L〆
レ
ト
茸
く
割
和
1
L
G
F
H
日
「
物

卒
を
は
か
る
事
と
消
費
増
進
の
底
力
を
た
ず
過
剰
購
買
力
を
課
税
の
手
段
に
よ
り
吸
収
す
る
事
と
は
、
現
今
日
本
財
政
の
二
つ
の
要

求
左
た
っ
て
ゐ
る
。
臨
時
利
得
税
は
前
者
を
士
山
し
物
品
税
は
後
者
を
窺
っ
て
ゐ
る
。

( 

一一) 
臨
時
利
得
税
は
満
洲
事
件
の
産
物
で
あ
っ
て
昭
和
十
年
三
月
三
十
日
法
律
第
三
十
時
抗
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
首
一
政

年
度
の
利
盆
が
昭
和
四
、
五
、
六
の
=
一
年
の
卒
均
利
袋
を
超
過
す
る
場
合
(
法
人
に
あ
っ
て
は
現
事
業
年
度
の
利
盆
が
昭
和
六
年
十

二
月
三
十
一
日
以
前
三
年
内
に
終
了
し
た
る
事
業
年
度
の
全
部
の
卒
均
利
盆
を
超
過
す
る
揚
合
、
個
人
に
あ
つ
で
は
共
の
利
錠
が
附

和
六
年
以
前
三
年
の
卒
均
利
径
を
超
過
す
る
揚
合
)

の
、
そ
の
超
過
剖
酬
に
課
税
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
支
那
事
務
起
る
や
昭

和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
四
十
三
琉
第
四
十
四
続
第
阿
十
五
時
現
に
上
り
改
王
を
行
び
、
従
来
の
臨
時
利
得
を
満
洲
事
件
に
基

〈
甲
種
利
得
と
し
、
更
に
営
設
年
度
の
利
益
が
昭
和
九
、
十
、
十
一
の
三
年
の
平
均
利
盆
を
超
過
す
る
場
合
(
法
人
友
ら
ぽ
現
事
業

年
度
の
利
盆
が
昭
和
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
三
年
内
に
終
了
し
た
る
事
業
年
度
の
全
部
の
平
均
利
訴
を
超
過
す
る
揚
合
、
個

人
左
ら
ば
共
の
利
盆
が
昭
和
十
一
年
以
前
三
年
の
平
均
利
山
討
を
超
過
す
る
場
合
)

の
、
そ
の
起
過
判
例
を
支
那
事
境
に
片
端
〈
乙
種
利
得



と
し
て
課
税
す
る
事
と
な
っ
た
。

法
人
臨
時
利
得
枕
の
改
正
の
要
綱
と
し
て
突
の
二
鈷
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
イ
)

甲
種
利
得
に
針
す
る
税
率
を
百
分
の
二
十
と
し
、
乙
種
利
得
に
劃
す
る
税
率
を
百
分
の
四
十
(
資
本
金
制
十
高
闘
以
下
の

法
人
に
付
て
は
百
分
の
=
一
十
)
と
す
る
ζ

と
J

(

ロ

}

時
和
十
二
年
一
月
以
降
の
増
加
資
本
に
針
す
る
平
均
利
径
の
計
算
方
法
を
改
め
増
加
資
本
金
額
に
付
き
甲
種
利
得
に
在
り

て
は
年
百
分
の
七
、
乙
種
利
伺
刊
に
在
り
で
は
年
百
分
の
寸
の
割
合
を
以
て
算
出
し
た
る
金
額
を
共
の
卒
均
利
鈍
と
す
る
乙
と
。

第
一
の
法
人
臨
時
利
得
税
の
税
率
の
引
上
は
満
洲
事
件
利
得
に
あ
っ
て
は
百
分
の
十
七
・
二
五
を
百
分
の
二
十
と
す
る
軽
微
の
も

bι') 

σ 
6めち
:~) 
ヲ

Jム刀ん;:].

す
一
那
世
帯
精
一
利
得
に
つ
い
F

け
肝
分
の
一
一
一
計
一
百
分
の
四
十
ー
と
し
が
い
大
一
附
の
も
の
で
あ
る
D

絞
っ
て
政
事
来
年
度
の
資

本
金
額
十
寓
園
以
下
の
法
人
の
税
率
も
百
分
の
二
十
五
よ
り
百
分
の
三
十
に
引
上
げ
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
昭
和
十
二
年
一
月
以
降

に
増
資
し
た
る
揚
合
に
平
均
利
盆
の
計
算
方
法
に
つ
き
新
設
同
様
に
之
を
扱
っ
た
事
で
あ
る
。

個
人
臨
時
利
得
税
の
改
正
は
次
の
二
鮪
に
分
つ
事
が
出
来
る
。

(
イ
)

甲
種
利
得
に
封
ず
る
税
率
を
百
分
の
十
ご
と
し
乙
種
利
得
に
針
す
る
税
率
を
百
分
ゆ
二
十
五
と
す
る
こ
と
。

(

ロ

)

新
た
に
船
舶
及
鎖
業
構
の
譲
渡
に
図
る
個
人
の
利
得
に
封
し
百
分
の
二
十
五
の
税
率
を
以
て
課
税
す
る
と
・
と
。

個
人
臨
時
利
得
税
の
税
率
は
満
洲
事
件
利
得
の
百
八
刀
の
十
一

-
五
を
百
分
の
十
二
に
し
軽
微
の
引
と
在
る
に
反
し
、
支
那
事
繁
利

得
は
百
分
の
二
十
よ
り
百
分
の
二
十
五
に
相
営
の
引
上
を
し
て
ゐ
る
。
次
は
般
舶
(
製
造
中
の
船
舶
を
含
む
)
又
は
鋪
業
若
は
砂
鱗
業

に
闘
す
る
権
利
若
は
設
備
の
一
議
波
に
困
る
個
人
の
利
得
に
針
し
新
た
に
百
分
の
二
十
五
を
課
総
せ
ん
L

と
す
る
の
で
あ
る
。
臨
時
利
得

融
情
授
業
ev一
論
干

第
四
十
八
巻

主王

第

披

七



噌
税
案
を
論
干

第
四
十
八
巻

五
一
四

策

挽

七
l明

殺
の
課
税
物
件
は
比
較
的
狭
〈
規
定
せ
ら
れ
、
(
一
)
法
人
の
利
得
と
、
(
二
)
皆
業
牧
盆
税
法
第
二
僚
に
掲
ぐ
る
替
業
(
悼
刷
業
又
は
砂

鎖
業
を
含
む
)
に
悶
る
個
人
の
利
得
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
物
品
販
賓
業
、
会
銭
貸
付
菜
、
物
日
間
貸
付
業
、
製
造
業
、

運
送
業
、
倉
庫
菜
、
請
負
業
、
印
刷
業
、
出
版
業
、
官
向
民
業
、
席
貸
業
、
旅
人
宿
業
、
料
却
一
泊
業
、
周
旋
求
、
代
理
業
、
仲
立
業
、

間
庭
菜
、
伸
開
業
又
は
砂
地
刷
業
の
十
八
に
限
ら
れ
で
ゐ
た
の
を
損
張
せ
ん
と
す
る
の
で
る
る
。
世
界
大
戦
首
昨
に
於
け
る
個
人
戦
時
利

得
税
の
課
税
物
件
の
範
閣
は
頗
る
庚
〈
、
(
一
)
所
得
税
法
に
依
り
所
得
税
を
課
す
べ
を
第
三
一
種
の
所
得
中
、
俸
給
、
給
料
、
子
常
、

歳
費
、
年
金
・
恩
給
、

品
川
崎
料
佐
除
き
た
る
個
人
の
所
得
と

ミ
コ
九
日
出
旧
、
刊
民
弘
一

u
h
a
)
山
司
九
日
，
r
k
p
E
f
J
ζ

土曜刷

EE)14主
OJhk時
ト
一
一
三
日
附
ド

〆
一
、

7
H
4
i
i
h
v品
川

R
d
d
l
tごコ
l一
E
3
1
l
b
a
d
-山
わ
は

f

る
椿
利
若
は
設
備
の
賢
却
に
依
る
個
人
の
利
得
と
を
包
含
し
て
ゐ
た
の
に
比
較
す
る
と
、
臨
時
利
得
税
の
課
税
物
件
を
撲
張
し
た
と

玄
つ
で
も
共
の
程
度
は
狭
い
の
で
あ
る
。

法
人
個
人
を
通
ヒ
て
支
那
事
費
利
得
に
封
し
犬
幅
の
増
徴
を
行
ふ
事
に
針
し
て
は
恐
ら
く
反
封
論
は
友
か
ら
う
。
又
昭
和
十
二
年

一
月
以
降
の
法
人
増
資
の
揚
合
を
新
設
同
様
に
扱
っ
た
事
も
懸
案
の
解
決
で
あ
る
。
更
に
個
人
臨
時
利
得
税
を
鎖
張
し
た
事
は
戦
時

利
得
税
の
揚
品
目
を
考
へ
て
見
て
も
営
然
の
事
で
あ
る
。

支
那
事
費
特
別
税
法
の
改
正

昭
和
十
二
年
K
北
支
事
件
が
起
る
や
昭
和
十
二
年
八
月
十
二
日
法
律
第
六
十
六
披
と
し
て
北
支
事
件
特
別
税
法
が
定
め
ら
れ
た
が

北
支
事
件
が
支
那
事
務
に
瞳
明
大
す
る
に
及
び
北
支
事
件
特
別
税
に
代
り
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
日
法
律
第
五
十
一
一
蹴
支
那
事
餐
特
別

税
法
が
成
立
し
た
の
で
る
る
。
今
度
の
支
那
事
縁
一
特
別
税
法
中
改
正
法
律
案
は
培
枕
と
し
て
は
清
涼
飲
料
校
、
砂
糖
消
費
税
、
印
紙



税
、
利
益
配
合
従
、
公
債
及
枇
債
利
子
役
、
物
品
税
の
靖
徴
あ
り
、
新
舵
と
し
て
は
建
築
段
、
遊
一
興
次
食
殿
宇
一
巧
へ
て
ゐ
る
。
向
、

法
人
課
税
最
高
限
度
の
改
疋
を
定
め
て
ゐ
る
が
、

と
れ
ば
次
項
で
諭
や
る
。

( 

一) 
支
郊
事
同
党
特
別
検
の
増
院
の
中
で
最
も
大
な
る
も
の
は
物
口
叩
院
で
お
る
。
物
品
税
は
北
支
事
件
特
別
税
に
よ
る
物
品
特
別

叫
似
を
支
那
事
鍵
特
別
役
法
が
横
張
し
た
結
果
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
物
日
間
特
別
税
の
合
同
時
は
小
吏
業
者
を
納
枕
者
と
す
る
第

一
種
と
製
法
業
者
を
納
税
者
と
す
る
第
三
種
と
に
分
ち
従
債
百
分
の
二
十
の
課
枕
を
行
っ
て
ゐ
た
が
、
物
品
税
に
改
め
ら
る
る
に
及

ぴ
課
舵
口
刊
臼
を
噌
加
す
る
と
共
に
第
一
一
懐
第
二
極
主
通
じ
て
中
(
従
償
百
分
の
十
五
〉
、
乙
(
従
僕
百
分
の
十
)
に
分
ち
、
更
に
新
た
に

第
三
穫
と
し
て
燐
寸
と
酒
類
と
に
課
税
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
物
品
税
の
増
段
は
次
の
三
貼
tf-
目
標
と
し
て
ゐ
る
。

、F
J

r

d

、

席
目
軍
〉

空
ク

-

e

本
a
J
U

「
毛
皮
又
は
モ
皮
製
品
」
「
利
下
」
製
品
叉
は
何
去
を
叫
ひ
た
る
製
品

を
こ
へ
活
費
f
j
浄
円
J

卜
/
上
り

Hr
叫
走
資
日
!

J
j
1
1
1
1〆

L
↑

I

l

J

f

1
一
l

分
の
十
五
)
に
う
つ
し
、
第
二
種
の

寸
乗
則
自
動
車
」
「
化
粧
品
」
を
乙
(
従
憤
百
分
の
十
)
よ
り
M
T
(
従
筒
百
分
の
十
五
)
に
う
つ
し
続

率
を
高
め
た
の
が
第
一
一
却
で
あ
る
。

(

ロ

)

新
た
に
第
一
種
乙
と
し
て
「
玩
具
」
「
運
動
具
」

「
電
気
器
具
及
瓦
斯
器
具
」
「
織
物
、

メ
リ
ヤ
ス
、

レ
ー
ス
、

フ
ェ
ル
ト

及
同
製
品
位
に
組
物
」
「
果
物
'
一
を
加
へ
、
第
二
種
乙
と
し
て
「
化
粧
用
石
識
、

シ
ャ
ン
プ
ー
、
洗
粉
及
歯
磨
」
「
茶
、
瑚
排
日
叫
共
の

代
用
物
誼
に
コ
コ
ア
」
「
晴
好
飲
料
但
し
澗
煩
及
清
涼
飲
料
を
除
く
」
を
新
た
に
謀
役
せ
ん
と
す
る
の
が
第
二
期
で
あ
る
。

( 

ノ、

) 

第
三
種
の
一
一
の
酒
知
に
つ
い
て
は
、
清
酒
、
白
酒
、
味
淋
、
焼
酎
、
事
費
消
の
税
率
を
五
闘
よ
り
十
闘
に
引
上
げ
、
葡
萄
痢

及
果
費
消
の
税
率
を
十
五
闘
と
し
・
共
の
一
他
の
沼
額
に
し
て
酒
精
及
伺
精
含
有
飲
料
税
法
の
適
用
を
受
〈
る
も
の
の
税
率
を
七
樹
上

り
十
四
闘
に
増
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
第
三
時
惜
の
三
と
し
て
飴
、
葡
萄
糖
及
事
者
芽
糖
を
加
へ
百
斤
に
付
二
闘
の
従
量
投
率
を
新
た
に

場
稔
案
を
論
J
'

第
四
十
八
巻

王五

五

第

競

七
王王



帯
積
請
を
案
ず

第
四
十
八
巻

五
一
六

第

披

七
プτ

設
け
る
事
と
し
た
。

此
等
の
改
定
の
中
で
忌
も
在
日
す
ぺ
き
は
、
高
級
織
物
に
針
し
従
来
の
従
債
九
分
の
織
物
消
費
税
の
外
に
新
た
に
従
慎
一
一
割
の
小

資
課
税
が
加
は
っ
た
事
で
あ
る
。
支
那
事
務
特
別
税
が
酒
類
に
射
し
浩
石
税
の
引
上
を
行
は
や
し
て
倉
出
税
た
る
物
日
開
校
の
課
税
に

力
在
住
い
作
じ
ゐ
る
の
と
併
ぜ
巧
へ
る
必
要
が
あ
る
。
物
品
税
は
い
泊
対
で
約
二
千
寓
副
総
物
千
約
千
高
闘
の
檎
散
を
期
し
て
ゐ
る
か
ら

物
品
税
の
増
税
総
額
五
千
六
百
八
十
寓
刷
の
過
半
は
此
の
附
者
が
占
め
て
ゐ
る
。

/ヘ
園町

田刷、，

支
那
事
媛
特
別
叫
似
の
愉
日
般
の
巾
で
物
品
枕
以
外

ε
は
利
従
配
山
崎
叫
町
、
公
陥
没
枇
債
利
子
税
、

印
紙
抗
、
砂
加
消
費
校
、
品
川

涼
飲
料
品
目
の
五
つ
が
あ
る
。

利
九
位
配
営
税
は
内
地
法
人
よ
り
受
〈
る
利
毎
配
賞
金
中
で
配
蛍
李
年
七
分
を
超
ゆ
る
金
額
に
針
し
従
来
百
分
の
十
の
比
例
税
率
を

課
し
て
ゐ
た
の
を
、
改
め
て
一
割
以
下
に
は
百
八
刀
の
十
、

一
一
割
を
超
ゆ
る
も
の
に
は
百
分
の
十
五
と
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
配
賞
制
限

の
政
策
と
歩
調
を
共
に
し
て
ゐ
る
。

公
債
及
一
枇
債
利
子
税
は
、
利
率
年
四
分
を
超
ゆ
る
園
債
利
子
割
、
利
率
年
四
分
五
一
座
を
趨
ゆ
る
地
方
債
及
枇
債
利
子
額
に
針
し
て

百
分
の
十
の
課
税
を
し
て
ゐ
る
の
を
百
分
の
十
五
に
引
上
げ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
低
金
利
政
策
と
併
せ
考
へ
ね
ば
左
ら
ね
。

次
は
印
紙
税
の
改
王
で
る
る
。
従
来
は
物
品
切
手
に
劃
し
記
載
金
額
の
如
何
を
聞
は
や
三
銭
で
あ
っ
た
の
を
、

A
R
舗
の
犬
小
に
よ

り
階
段
を
つ
け
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
記
裁
金
高
三
国
以
下
の
も
の
三
袋
、

五
園
以
下
の
も
の
十
銭
、
十
周
以
下
の
も
の
三
十

銭
、
二
十
国
以
下
の
も
の
六
十
鋭
、
三
十
図
以
下
の
も
の
九
十
銭
、
五
十
闘
以
下
の
も
の
一
困
五
十
銭
、
百
闘
以
下
の
も
の
三
園
、

百
闘
を
超
ゆ
る
も
の
は
百
闘
又
は
共
の
端
数
日
叶
に
三
回
、
記
載
金
高
無
き
も
の
三
銭
と
改
め
増
税
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。



砂
糖
消
費
税
は
大
値
一
割
見
首
の
増
税
を
行
ひ
結
局
突
の
如
き
税
率
と
左
る
。
印
ち
砂
糖
に
つ
い
て
は
第
一
禄
(
甲
一
同
七
+
銭

乙
四
闘
)
、
第
二
穫
(
七
闘
八
十
銭
)
、
第
三
種
(
九
闘
三
十
銭
)
、
第
四
種
(
十
一
国
七
十
銭
)
。
糖
蜜
に
つ
い
て
は
第
一
種
(
甲
四
闘
六

十
銭
乙
九
閣
三
十
嶋
崎
)
、
第
二
種
(
甲
一
圃
七
十
銭
乙
四
国
)
。
糖
水
(
七
闘
八
十
銭
)
。

清
涼
飲
料
品
何
は
臨
時
租
税
増
徴
法
も
支
那
事
緩
特
別
税
法
も
一
切
燭
れ
友
か
っ
た
が
、
今
度
は
増
税
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
第
一
種

(一
K
ラ
ム
ネ
場
誌
の
も
の
)
を
約
二
割
増
し
て
八
回
五
十
銭
と
し
、
第
二
穣
(
共
の
他
の
場
詰
の
も
の
)
を
五
割
増
し
て
十
五
回
と
し
、

第
三
一
種
(
堤
詰
以
外
の
も
の
)
を
五
割
増
し
て
四
回
五
十
銭
と
し
た
。

(一-一)

新
役
と
し
て
は
遊
興
飲
食
従
と
建
築
枕
と
を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。

元
来
、
遊
興
役
は
道
府
間
胴
雑
種
叫
怖
に
同
唱
し
地
方
枕
と
し
て
相
蛍
の
収
入
を
あ
げ
て
ぬ
た
が
、
之
泣
闘
税
に
移
管
し
新
た
に
飲
食
陀

も
課
税
せ
ん
と
す
る
の
が
今
岡
の
改
正
で
る
る
。
牧
入
見
積
は
三
千
七
百
六
十
寓
闘
で
あ
る
が
地
方
交
付
の
千
六
百
高
閣
を
差
引
〈

と
純
牧
入
二
千
百
寓
固
と
友
る
。
遊
興
飲
食
税
は
料
理
底
、
貸
席
、
技
館
共
他
命
令
を
以
て
定
む
る
類
似
の
場
所
に
於
て
恋
し
た
る

遊
興
又
は
飲
食
に
課
枕
す
る
も
の
で
あ
る
。
料
理
底
、
貸
席
、
放
館
等
の
粧
品
百
者
が
其
の
遊
興
又
は
飲
食
に
闘
し
領
収
す
べ
き
金
額

を
課
税
標
準
と
し
て
ゐ
る
。
料
理
由
、
貸
席
、
旋
館
等
の
経
替
者
は
毎
月
分
の
料
金
を
記
載
し
た
る
申
台
脊
を
提
出
し
翌
月
末
ま
で

に
納
め
る
事
と
友
つ
て
ゐ
る
。
時
局
に
際
し
適
切
左
る
新
税
で
あ
る
が
徴
税
技
術
の
困
難
左
る
事
と
交
付
金
の
分
配
方
法
を
如
何
に

定
め
る
か
と
云
ふ
結
に
問
題
が
あ
る
。
か
く
し
て
清
酒
は
、
問
従
に
よ
り
浩
石
謀
役
を
受
け
、
物
品
役
に
よ
り
合
出
課
税
を
受
け
、

遊
興
飲
食
税
に
よ
り
小
要
課
税
を
受
け
る
事
と
た
っ
て
ゐ
る
。

建
築
税
は

「
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
」
「
料
理
屈
業
、
席
貸
業
そ
の
他
之
に
類
似
す
る
替
業
の
用
に
供
す
る
家
屋
に
し
て
命
令

帯
設
案
を
論
ず

第
四
十
八
巻

五

七

第

競

七
七



場
検
案
を
論
ず

第
四
十
八
巻

五

i¥ 

第
三
銃

七
八

を
以
て
定
む
る
も
の
」
「
演
劇
、
活
動
諸
国
民
、
演
妻
叉
は
翻
物
の
開
催
の
用
に
供
す
る
家
屋
」

を
新
築
榊
築
又
は
改
造
し
た
る
揚
合

に
課
す
る
も
の
で
あ
る
、
此
等
の
一
家
屋
の
建
築
償
額
が
一
一
角
闘
未
満
の
時
は
免
税
す
る
事
と
し
、
課
税
標
準
は
建
築
償
額
よ
り
五
千

闘
を
控
除
し
た
る
金
額
に
し
て
税
率
は
百
分
の
十
で
る
る
。
向
、
家
屋
ぃ
数
染
の
際
に
道
府
際
雑
種
枕
た
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
せ

ら
れ
る
の
は
従
前
と
品
質
り
が
な
い
。

間』

臨
時
岨
悦
惜
置
法
の
改
正

以
上
は
臨
時
利
得
税
法
中
改
正
法
律
案
と
支
郊
事
費
特
別
税
法
中
改
正
法
律
築
と
に
基
く
増
税
で
あ
る
が
、
臨
時
租
税
措
置
法
中

改
正
訟
律
案
と
支
那
事
費
特
別
税
法
中
改
正
法
律
案
と
に
恭
く
減
般
の
問
題
に
う
つ
り
た
い
。
臨
時
租
税
措
置
訟
は
昭
和
十
三
年
一
二

月
三
十
一
日
訟
律
第
五
十
二
杭
と
し
で
定
め
ら
れ
、
時
局
関
係
に
基
〈
減
税
を
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
更
に
改
疋
を
加
へ
ん
と
し
て
ゐ

る。
減
税
は
生
産
力
鏑
充
、
産
業
振
興
の
目
的
に
出
で
、
留
保
所
得
の
韓
課
、
重
要
物
産
製
浩
業
に
到
す
る
免
税
範
閣
の
横
張
、
制
助

金
一
及
研
貸
費
に
州
制
す
る
課
税
の
軽
減
、
減
債
償
却
年
限
の
短
縮
等
の
方
法
に
よ
っ
て
ゐ
る
。

へ
ー
) 

法
人
の
留
保
所
符
の
一
部
に
付
所
得
税
軽
減
の
道
を
拓
ぐ
矯
め
に
支
那
事
境
特
別
税
法
と
臨
時
租
税
措
置
法
と
の
改
正
を

試
み
て
ゐ
る
。

(
イ
}

支
那
事
費
特
別
税
法
第
二
僚
第
一
二
項
は
所
得
税
の
緩
和
規
定
を
設
け
課
税
最
高
限
を
定
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
改

正
を
加
は
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
現
行
法
と
改
一
止
法
案
と
を
封
印
…
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。



コ
ト
ヲ
得
f

業

前
二
項
ノ
規
定
z

依
ル
普
遁
所
得
及
超
過
所
得
-
一
割
ス
ル
所
得
稔
ノ

帯
徴
税
制
山
定
ノ
金
額
三
リ
特
語
廼
所
得
及
超
過
所
得
z

謝
ス
ル
所
得

税
額
(
所
得
税
法
第
二
十
一
僚
ノ
ニ
ノ
規
定
一
一
依
リ
詩
語
所
得
一
-
劃
ス

ル
所
得
税
二
加
算
ス
ル
税
額
ヲ
合
マ
J

X

)

ト
臨
時
利
得
税
額
ト
ノ
合
計

会
傾
ヲ
控
除
レ
タ
ル
残
額
ヲ
趨
ユ
ル
ヨ
ト
ヲ
得
f

普
通
所
得
ノ
百
分
ノ
五
十
五
一
一
相
常
ス
ル
金
額
ヨ
リ
普
遇
所
得
中
期
川

保
シ
タ
ル
金
額
ノ
百
分
ノ
十
五
『
一
相
常
ス
ル
金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額

現

行

法

前
二
項
ノ
規
定
二
依
ル
普
遁
所
得
及
超
過
所
得
-
一
割
ス
ル
所
得
続
ノ

帯
徴
税
額
ハ
普
週
所
得
ノ
百
分
ノ
五
十
一
一
相
常
ス
ル
金
額
ヨ
り
持
活
所

得
及
超
過
所
得
-
-
讃
ス
ル
所
得
税
額
(
所
得
税
法
第
二
十
一
僚
ノ
ヱ
ノ

規
定
『
一
依
リ
普
通
所
得
一
一
封
ス
ル
所
得
税
一
一
加
算
ス
ル
税
額
ヲ
合
マ

ズ
)
ト
臨
時
利
得
検
知
ト
ノ
合
計
金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額
ヲ
包
ユ
ル

1$( 

IE. 

法

課
税
最
高
限
を
定
む
る
に
宮
り
普
通
所
得
中
留
保
し
た
る
金
額
の
百
分
の
十
五
に
相
首
ず
る
金
額
を
控
除
す
る
事
と
し
た
の
は
所

得
税
制
挫
減
の
一
方
法
で
あ
る
。
勿
論
、
山
川
保
を
な
さ
攻
い
か
え
ば
舷
め
て
僅
か
の
印
刷
保
を
た
す
に
止
ま
る
訟
人
に
つ
い
で
は
、
課
枕

日
長
尚
限
を
普
通
所
得
の

「
百
分
の
五
十
」
よ
り
「
百
八
刀
の
冗
十
五
」
に
増
し
た
の
は
一
種
の
増
税
と
反
る
が
、

こ
れ
は
組
め
て
稀
た

る
例
外
で
あ
る
。
大
概
論
か
ら
一
五
勺
て
此
の
改
正
は
減
税
で
あ
る
。

(

ロ

)

次
は
臨
時
租
税
措
置
法
に
第
一
僚
の
こ
を
設
け
留
保
所
得
の
所
得
税
を
較
減
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
〈

法
人
ノ
各
事
業
年
度
ノ
普
通
所
得
中
留
保
シ
タ
ル
金
額
f
其
ノ
事
業
年
度
-
-
於
ケ
ル
普
遁
所
得
ノ
十
分
ノ
四
一
一
相
官
ス
ル
金
額
ヲ
超
過
ス
ル
場
合

-
一
於
テ
其
ノ
超
過
部
分
ノ
全
部
又
ハ
一
部
-
一
相
常
ス
ル
金
額
ヲ
命
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
方
法
a

依
リ
運
用
ス
ル
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
a

依
リ
其
ノ

運
用
金
額
二
百
分
ノ
二
・
四
五
ヲ
乗
ジ
テ
算
出
U

タ
ル
金
額
-
一
相
官
ス
ル
所
得
税
ヲ
轄
減
ス

法
人
の
資
産
内
容
を
竪
貨
な
ら
し
む
る
と
共
に
背
保
所
得
を
岡
債
消
化
と
生
産
力
掠
充
と
に
利
用
せ
し
必
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

( 

ーー一} 
重
要
物
産
製
治
業
に
封
ず
る
発
枕
範
閣
の
瞭
張
は
、
臨
時
租
税
措
世
法
第
一
僚
の
三
に
次
の
僚
文
を
設
け
る
の
で
る
る
。

所
得
税
法
第
寸
九
僚
及
骨
業
牧
盆
税
法
第
八
保
ノ
規
定
z

依
リ
指
定
シ
タ
ル
物
産
ノ
製
造
業
-
一
付
其
ノ
設
備
ヲ
常
設
y
タ
ル
者
-
ρ

命
令
/
定
ム

ル臨
m
a
依
9
設
備
宅
設
ノ
年
及
其
ノ
翌
年
ヨ
リ
一
一
一
年
間
其
ノ
暫
設
シ
タ
晶
設
備
-
一
依
ル
物
産
ノ
製
遣
業
務
ヨ
リ
生

r
ル
所
得
及
純
盆
-
一
付
所
得
稔
及

崎
町
業
牧
各
校
ヲ
兎
除
ス

帯
祝
案
を
論
ず

第
四
十
八
巻

主五

7L 

第

披

←七

九



智
治
案
を
論
ず

第
四
十
へ
巻

五

O 

第

披

丹、

O 

ル
製
造
方
法
-
一
依
ル
物
産
ノ
製
法
ヲ
開
始
シ
タ
ル
者
H
A

ハ
其
ノ
設
備
ヲ
格
設
シ
タ
ル
者
ユ

ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
製
造

命
令
ヲ
以
テ
指
定
ス

開
始
又
ハ
設
備
噌
設
ノ
年
及
其
ノ
翌
年
ヨ
リ
三
年
間
其
ノ
製
造
方
法
品
依
ル
物
産
ノ
製
設
業
務
又
ハ
其
ノ
帯
設
シ
タ
ル
設
備
一
一
依
ル
物
産
ノ
製
鎧
業

務
ヨ
リ
生
f
ル
所
得
丸
純
益
三
円
付
所
得
税
M
A
偉
業
牧
盆
税
ヲ
完
除
ス

所
得
枕
法
第
十
九
保
及
営
業
収
一
位
税
法
第
八
僚
に
依
り
指
定
し
た
る
物
産
の
制
収
浩
業
生
Z
ふ
の
は
吠
の
種
類
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
金
、
銀
、
鈴
、
亜
鉛
、
錫

こ
ツ
ケ
ル
、
ク
ロ
ー
ム
、
コ

バ
ル
ト
、
鉱
及
ア
ル

2

口

ウ

ム
ノ
主
金

三
、
鍛
ノ
僚
、
竿
、
丁
形
山
形

類
、
軌
練
、
板
、
線
及
管
、

(
錦
餓
管
ヲ
除
ク
)

一
二
、
銅
ノ
合
金
ノ
僚
、
卒
、
椋

及
管

問
、
ア
iu

ミ
一
一
ウ
ム
ノ

A
T詰
耳

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ノ
合
金

五
、
汽
維
、
原
動
機
(
機
闘
車

ヲ
合
ム
)
及
動
力
ヲ
以
テ
蓮

輔
ス
ル
鍛
製
ノ
機
械

六
、
ア
ル
ミ
ナ
、
ク
ヲ
オ
リ
ヴ

ト
、
ヲ
タ
ン
白
、
カ
ー
ボ
ン

プ一
y

ツ
夕
、
石
山
決
定
菜
、
硫

酸
カ
り
、
燐
酸
ア
ン
モ
ン
、

硫
酸
ア
ン
モ
ン
、
硝
酸
(
ア
ン

モ
ユ
ア
酸
化
=
依
ル
モ
ノ
)
、

石
炭
酸
、
グ
リ
コ
ー
ル
、
グ

リ
セ
リ
ン
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、

ア
セ

l
シ
、
プ
タ
ノ

I
ル、

セ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
、
人

法
ゴ
ム
及
タ
ン
一
一
ン
エ
干
ス

七
、
繊
維
素
パ
ル

T

八
、
光
皐
用
Y
ラ

λ

九
、
コ
ン
ダ
ン
ス

r
ミ
ル
ク
及

カ
ゼ
イ
ン

従
来
は
此
等
の
重
要
物
産
製
治
業
に
射
し
聞
業
の
年
及
共
の
翌
年
土
り
三
年
間
共
の
業
務
よ
り
生
や
る
所
得
及
純
徒
に
付
所
得
税

及
管
業
牧
従
枕
を
免
除
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
の
改
正
に
よ
り
単
に
開
業
の
場
合
に
止
ま
ら
や
、
設
備
を
増
設
し
た
る
担
額
合

に
も
兎
除
を
溜
用
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

又
、
従
来
は
物
産
の
種
類
に
の
み
売
除
の
標
準
を
定
め
て
ゐ
る
が
、
更
に
一
歩
を
進
め
製
詮
方
法
の
如
何
に
よ
り
事
業
の
開
始
叉

は
設
備
の
増
設
し
た
る
後
三
年
間
に
わ
た
り
所
得
税
及
営
業
牧
爺
税
の
売
除
を
行
は
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

円
四
)

生
産
力
旗
充
又
は
産
業
振
興
の
銭
め
に
交
付
し
た
る
補
助
金
又
は
必
要
友
る
各
種
の
研
究
的
支
出
に
闘
し
課
税
上
特
例
を

設
け
、
更
に
時
局
に
緊
要
友
る
事
業
に
付
固
定
資
産
の
減
債
償
却
年
限
を
相
常
程
度
短
縮
す
る
矯
め
に
臨
時
租
税
措
置
法
第
一
僚
の

四
を
設
け
ん
と
し
て
ゐ
る
。
次
の
如
き
内
容
で
あ
る
。

左
=
掲
グ
ル
事
項
-
一
付
テ
ハ
所
得
積
法
-
-
依
ル
所
得
、
管
業
牧
盆
積
法
-
一
依
ル
純
益
及
臨
時
所
得
税
法
弓
依
ル
利
盆
ノ
計
算
-
-
欄
シ
命
令
ヲ
以
テ

特
例
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得



一
、
命
令
ヲ
以
テ
指
定
λ

ル
園
庫
繍
助
金
ノ
牧
入

一
、
命
令
ヲ
以
テ
指
定
λ

ル
事
業
-
-
開
研
む
究
ヲ
鑓
ス
-
一
一
安
U

タ
ル
支
出

一
二
、
命
令
ヲ
以
テ
指
定
ス
ル
事
業
ノ
用
-
-
併
ス
ル
建
物
(
工
場
用
以
外
ノ
建
物
ヲ
除
ク
)
、
機
械
其
ノ
他
ノ
設
備
及
船
舶
ノ
償
額
ノ
償
却

圏
庫
補
助
金
牧
入
が
盆
金
に
計
算
せ
ら
れ
研
究
的
支
出
が
鋳
金
の
底
分
と
見
ら
れ
る
の
に
封
し
、
特
例
を
設
け
る
事
と
な
っ
た
。

E 

話
法
の
複
雑
化
と
根
本
的
改
革

儲
め
て
簡
単
左
が
ら
増
税
案
の
大
憶
を
説
明
し
た
。
近
く
提
出
せ
ら
る
ぺ
き
一
般
合
計
四
十
特
別
合
計
の
追
加
議
算
と
臨
時
軍
事

費
特
別
曾
計
の
追
加
激
算
の
金
額
が
如
何
ほ
ど
に
た
る
か
に
よ
っ
て
今
度
の
増
税
案
は
或
は
溺
訟
で
あ
り
或
は
過
少
の
批
難
を
受
〈

る
事
と
な
る
。
筆
者
は
本
増
税
案
を
最
低
限
の
増
税
案
と
じ
て
之
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
上
問
題
は
事
ち
一
今
後
れ
存
L
て
ゐ

る
ο
石
波
犬
蔵
大
臣
の
言
に
よ
れ
ば
、
中
央
地
方
に
通
守
る
枕
制
の
根
本
的
改
革
が
昭
和
十
五
年
度
よ
り
寅
現
せ
ら
れ
る
と
の
事
で

あ
る
か
ら
望
み
を
将
来
に
か
け
る
事
が
出
来
る
。

稔
制
の
根
本
的
改
革
は
形
式
的
と
寅
質
的
と
の
雨
方
面
よ
り
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
賓
質
的
方
面
は
哲
く
措
き
形
式
的
か
面
の

み
を
一
瞥
し
た
い
。

中
央
財
政
地
方
財
政
と
の
闘
係
に
つ
い
て
見
否
に
、
「
臨
時
」
の
名
を
付
し
左
が
ら
増
す
を
知
っ
て
減
や
る
を
知
ら
な
い
臨
時
地
方

財
政
補
給
法
を
如
何
に
制
度
化
す
る
か
ピ
形
式
上
の
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

第
二
に
基
本
税
法
と
臨
時
租
稔
増
徴
法
と
支
那
事
雄
一
特
別
税
法
と
の
三
者
の
闘
係
争
如
何
に
す
べ
き
や
の
問
題
が
る
る
。
例
を
酒

税
に
と
り
此
の
三
者
の
関
係
を
示
せ
ば
右
の
表
を
得
る
事
が
出
来
る
。
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噌
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四
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度
毎
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帯
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一
闘
五
十
銭

二
十
三
度
を
趨
ゆ
る
濁
酒
(
一
度
に
劃
す
る
定
率
)

二
十
三
度
を
超
ゆ
る
清
酒
、
白
酒
、
三
十
度
を
超
ゆ
る
味
淋
、

超
ゆ
る
抽
出
酎
{
一
度
に
封
ナ
る
定
事
)

萎
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一
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八
十
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凶
十
五
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一
闘
八
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銭

e

二

十
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葡
笥
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、
果
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ナ
シ

料其
続他
訟の
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用に
をし
受て
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のA酉
精
合
有
飲

1--1寸
四匹l
に度度
サ以来
す土浦
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率
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粧
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一
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五
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-
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八
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銭
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圃
八
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圃
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酒
類
は
基
木
税
、
臨
時
租
税
増
徴
、
物
品
税
の
外
に
更
に
遊
興
飲
食
税
で
課
税
せ
ら
れ
る
事
と
た
っ
て
ゐ
る
。
高
級
織
物
は
織
物

消
費
税
の
外
に
物
品
税
の
課
税
を
受
け
て
ゐ
る
。
家
屋
建
築
は
不
動
産
取
得
税
と
建
築
税
と
の
ご
同
に
わ
た
り
負
婚
し
て
ゐ
る
。
か

〈
の
如
き
租
税
の
複
雑
化
に
劃
し
て
は
或
は
古
分
に
理
由
づ
け
ら
れ
る
事
も
あ
り
或
は
説
明
の
困
難
な
る
揚
ム
口
が
あ
る
。
兎
に
角
、

日
本
の
税
制
が
過
去
一
一
年
聞
に
形
式
的
に
複
雑
化
し
理
解
に
凶
難
な
る
事
は
事
費
で
あ
る
c

か
く
て
税
制
の
根
本
的
改
革
は
形
式
と
賓
賀
と
の
雨
方
面
上
り
出
廷
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
c 百:
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